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2790 地区⽀部

国際ロータリー第 2790 地区ガバナー 諸岡靖彦

（挨拶抜粋）冒頭、諸岡ガバナーが挨拶し、RLI の⼤き
な効⽤を、⾃⾝の体験を交えながら、パートⅠに参加
する⼈への参考として述べられた。
我々が社会の⼈間として、社会の問題に対処するとき
に、⾊んな経験の持ち主、様々な違い、多様性がある。
その様な中で、RLI のディスカッションは、⾃分と他
の⽅々との⾊んな繋がり考え、⾃⾝が、そのテーマに
対して、経験で話しをする。話すことにも、意味もあり、
他の参加者等、多くの発⾔に⽿を傾けるということも、
素晴らしいことである。独断をしないで、静かに他の
発⾔を聞く。⾃分の発⾔が、⾃⾝に返ってくる。次の
活動のステップにおいても、⾃⾝に必ずフィードバッ
クされることになる。そういう意味で、この少数での
ディスカション⽅式が、経験としても、次のステップ
に対しても、⼤変⼤きな⼿掛かりになる。
とアドバイスをされた。
また、「ロータリーモーメント」として、⾃⾝の頭の中
に閃いたものがあり、求めていたものがここにあった。

「ああ、⾃分がロータリーの中にいて、活動してよかっ
たな」と、思われる瞬間として RLI を挙げた。
最後に、今までの経験を、多かれ少なかれ、⾔葉に出し、
他の⽅々の、様々な経験を、⾃分のほうに頂けるような、
傾聴の仕⽅をして頂いて、様々な、情報、刺激を、RLI

のセッションの中から、得て頂き、ロータリーに関する、
何か、素晴らしいものを得て、頂ければ幸いであると、
締めくくった。

第 2790 地区  2019-20 年度

 RLI パートⅠ 開講
 ２⽉ 1 ⽇（⼟）千葉市⺠会館に
て第 2790 地区⽀部 RLI パートⅠ
が開催された。地区内外より 102
名が出席した。（内 パート参加
者 ５０名 実⾏委員５２名）

RLI ⽇本⽀部 第 2790 地区代表 櫻⽊ 英⼀郎 

RLI の組織について説明し、RLI とは、RI、国際ロー
タリーについて、幅広く勉強するチャンスをみんなで
つかもうという場と⽰された。何を教えてくれる場で
もない、講師がいるわけでもない。⾃分が発⾔して、
⾃分がそのテーマの中に、話しに参⼊して、⼈の意⾒
を聞いて、⾃分で物事を得ていかないと、RLI に出た
事にならないと、激励された。

パートⅠ開講式の様⼦



パートⅠ・Ⅱ・Ⅲ 修了者
●他地域からの参加を受け⼊れて頂き、誠にありがと
うございました。緊張して参加しましたが、皆様の暖
かな対応に楽しく過ごせました。運営にあたられた皆
様、ご苦労様でした。
●地区外 2580 より、受け⼊れ下さり、誠にありがと
うございました。RLI に参加し、また、新たな知り合
いが出来ました。⼼より御礼を申し上げます。
６名の DL のセッションを受講しました。「語るな、
語らせろ！」中々難しいですね。どうしても DL、話
したくなってしまいます。セッションを盛り上げるの
はやはり、DL の腕⼀つですね。第 6 時限⽬のセッシ
ョンは、各位、とても活発な発⾔がありました。此れ
はやはり、DL の⼿腕だと思います。
●流⽯です。歴史の深い 2790 地区の RLI を勉強させ
て頂きました。⼤変お世話になりまして誠にありがと
うございました。
●テーマについて ⾃由に発⾔をして ⼜、みなさま
の意⾒を聞いて、参考になり、勉強になり楽しい時間
を頂きました。
●⼤変良い勉強になりました。ありがとうございました。

● RLI に参加してロータリーをもう少し理解する必要
があると思う。
●⼤変勉強になりました。
●当クラブに研修を広めたい。
●セッション１~6 まで、あっという間に終了でした。

アンケートより

【第１G】吉⽥ 剛 ( 浦安 )
【第４G】⼤塚 裕正 ( 千葉南 )
【第１１G】井畑 和⼠ ( 柏南 )

パートⅠ 修了者
【地区外】
千葉 愼⼆ ( 三島⻄ )・今井 忠 ( 東京臨海 )・
藤原 ⾼⾏ ( 東京御苑 )
 【第１G】⽜丸 稔⼦ ( 市川 )・福井 順⼦ ( 市川 )・
⼤野 繁雄 ( 市川東 )・⿊⽥ 和宏 ( 市川東 )・
宮崎 晋弥 ( 市川東 )・遠藤 敏雄 ( 市川東 )・
荒井 光江 ( 市川東 )・⻑井 弘宣 ( 市川南 )・
佐野 正⼦ ( 浦安 )・元村 智弘 ( 浦安 )・
吉⽥ 剛 ( 浦安 )

【第２G】徳永 昌⼦ ( 鎌ヶ⾕ )
【第３G】 堀⽥ 素愛 ( 千葉 )・ 東 孝俊 ( 千葉 )・
松本 俊英 ( 千葉中央 )・⽮野 憲治 ( 千葉中央 )・
野城 隆憲 ( 千葉⻄ )・鵜沢 和広 ( 千葉若潮 )

【第４G】⼤塚 裕正 ( 千葉南 )・岡⽥ 敦志 ( 千葉南 )・
北根 公博 ( 千葉北 )・⻘⽊ 洋明 ( 千葉北 )・

セッションの様⼦

今回は、 ⼤塚 裕正（千葉南 RC）吉⽥ 剛（浦安
RC）井畑和⼠（柏南 RC）の三名が、全てのパートを
終え、パート修了者となった。 パートⅠ・Ⅱ・Ⅲを
全て修了するとパート修了者として、卒後コース・DL
養成コースを受講することができる。

⻑⾕川 陽介 ( 千葉北 )・髙橋 伸知 ( 千葉北 )
【第５G】廣⽥ ⼆郎 ( 君津 )
【第６G】⻑⾕川 治夫 ( 鴨川 )・渡辺 淳⼀ ( 鴨川 )・
⻄崎 和治 ( 勝浦 )・川名 正美 ( 鋸南 )

【第１０G】原 幸司 ( 富⾥ )・松永達⼈ ( 富⾥ )・
村上 亮 ( 富⾥ )・緒⽅ 維幾 ( 富⾥ )・椎名康之 ( 富⾥ )・
⾼⽊ 正尊 ( 成⽥コスモポリタン )

【第１１G】上村 ⽂明 ( 我孫⼦ )・
村越 孝⼀ ( 我孫⼦ )・藤本 ⾏宣 ( 我孫⼦ )・
板津 守 ( 柏 )・井畑 和⼠ ( 柏南 )・⾼橋 薫 ( 柏南 )・
⽔野 晋治 ( 柏⻄ )

【第１２G】⾵澤 俊夫 ( 柏 )・朱 孝 ( 習志野 )・
江頭 泰利 ( ⼋千代 )・杉 晟 ( ⼋千代 )

【第１３G】⼩倉 純夫 ( 松⼾ )・⼭⽥ 正記 ( 松⼾⻄ )
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・第 1 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 9 ⽉ 21 ⽇（⼟）   13 時開講 千葉市⺠会館
・第 2 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 10 ⽉ 26 ⽇（⼟） 13 時開講 千葉市⺠会館
・第 3 回 DL ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟセミナー 2019 年 12 ⽉ 1 ⽇（⽇）  13 時開講 千葉市⺠会館
・パート 1 コース 2020 年 2 ⽉  1 ⽇   （⼟）  10 時開講 千葉市⺠会館  ・卒後コース 2020 年 5 ⽉ 30 ⽇（⼟）
・パートⅡコース 2020 年 3 ⽉ 15 ⽇（⽇） 10 時開講 千葉市⺠会館   ・DL 養成コース 2020 年 6 ⽉ 20 ⽇（⼟）
・パートⅢコース 2020 年 4 ⽉  4 ⽇ （⼟）  10 時開講 千葉市⺠会館

地区 RLI 参加状況

地区内参加者　376 名

パートⅠⅡⅢ修了者　219 名

DL養成コース修了者　113 名

令和 2年 2月 1日現在

ことの良さを知った。
持ってきた名刺が⾜りなかった。（⾃分が悪いが）案
内にあったほうが良かった。
●同じメンバーが続くことが多かったので、もう少し
シャッフルしていろいろな⽅と話したかったです。
●勉強になりました。
●ホワイトボードの⽂字が⼩さくて読めない。⼤きく
してほしい。（セッション等）
●各セッションの時間が少し⾜りなく議論が物⾜りな
かった気がします。
●もっと前に受けるべきでした。
●毎回同じ紹介はメンバーもダブル場合があり、時間
のムダのような気がする。
● RLI はセッションリーダーにより、各セッションの
理解度が相当違う。無駄な時間を費やしたと思われる
セッションもあったと私個⼈的には思う。
RLI は正にロータリー活動とは何だとの理解を深める
オリエンテーションだと思う。出来るだけ、⼊会して
早く受講させてあげるのが良いと思う。→ 会員増強
につながると思う。
●テーマが盛りだくさんであり、時間不⾜であると思
う。もう少しテーマを絞った⽅が良いのではないかと
感じた。ただ、ロータリーの基本に還って、考える良
い機会を与えていただいたと思う。また、改めて、⾃
分のロータリーに対する知識が不完全であり、勉強不
⾜を痛感した。
●ディスカッションリーダーは。参加者全員が議論に
参加できるよう、話し⽅や、指名の仕⽅等、⼯夫がみ
られた。他地区の⽅々も参加されており、千葉の RLI
の取り組みが先駆的なものであることを知り、尊敬に
値すると思った。す。

たのしかったです。
●疲れましたが、楽しく議論して、他クラブの状況か
らアイデアをいただきました！
●⾃分が、如何にロータリーを知らないか痛感しました。

●⼀回だけでは。もう⼀つ⼼に落ちない。⼆回、三回
と出席してどうなるか。頑張ります。
●全体を通してロータリー⽤語が理解できず、話し合
いに参加することが難しかったです。
●各セッションで、DL によって雰囲気がとても違い、
盛り上がる、上がらないの差が⼤きいと感じた。とて
も勉強になりました。
●他のクラブの活動や、奉仕活動を学べる。ロータリ
アンの⼼がけや考えがよく理解できた。
●⼿作りのセミナーで勉強になった。
●普段、お話する機会がない⽅と、それぞれのクラブ
の活動の様⼦や、個⼈の考え⽅を聞くことができ、と
ても参考になった。
たくさん話を聞くことができて良い部分と、もっとゆ
っくり話をする時間がほしい部分があった。
●やはり⾃分の⼒不⾜で、「倫理と職業奉仕」は、消化不
良であった。この両者の関連性を、今後も考えたい。
●明確な答えの無い、ロータリークラブでのセッショ
ンは、新たな発⾒が多く、とても有意義でありました。
多様性の魅⼒が⼤きいロータリーを再確認しました。
話の⻑い⼈が散⾒され、同じロータリアンとして残念
でした。
●⻑いぞ ~  疲れるぞ ~ と⾔われて不安な⼼持で
参加しましたが、「楽しかった。学習できた。
この⼀⾔です。
● 2790 地区各グループを超えたつながりがある（野
球⼤会）ことを知って、グループを超えた関係を造る


